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村

内

の

小

の

入

学

月
六
日
一
斉
に
行
わ
れ
、
名
実
共
に
ピ

力
ピ
力
の
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
の
入
学
生
は
小
学
校
が
百
十
六

人
、
中
学
校
が
百
十
三
人
。

体
育
館
で
無
事
入
学
式
が
終
り
、

教
室
に
一
戻
っ
た
子
供
た
ち
に
ホ
ッ
と
し

あ
ん
ど

た
安
賭
の
色
が
。

担
任
の
先
生
の
「
元
気
に
学
校
に
来

れ
ま
す
か
」
に
t

「は

i
い
L

と
元
気
い

っ
ぱ
い
の
返
事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

返
事
も
足
ど
り
も
は
鳴
す
ん
で
い
る
一

年
生
。
い
っ
ぱ
い
友
達
を
つ
く
っ
て
、

楽
し
く
勉
強
し
よ
う
。
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あ
る
の
も
村
発
展
に
御
貢
献
い
た
だ
い

た
数
多
《
の
方
々
の
連
帯
と
参
加
の
成

果
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
、

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
三
十
周
年

と
い
ち
記
念
す
べ
き
年
を
契
機
に
し
て

さ
ら
に
豊
か
で
住
み
良
い
J
活
力
に
満

ち
た
地
域
ガ
ぐ
り
に
意
を
注
ぎ
た
い
」

と
式
辞
o
p塩
沢
助
役
が
旧
泉
村
と
旧
須

釜
村
が
合
併
し
、
新
た
に
玉
川
村
と
し

て
村
政
、
が
一式
タ
l
ト
し
て
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
経
過
を
報
告
。
次
に
表
彰

並
び
に
感
謝
状
贈
呈
に
移
り
、
車
田
幸

一
さ
ん
ら
十
一
人
に
自
治
功
労
者
表
彰

と
総
合
落
成
に
よ
る
工
事
関
係
者
ら
に

、

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
県
や
隣
接
市
町
村
長
が
多

数
出
席
。
県
知
事
代
理
の
目
黒
県
中
行

政
事
務
所
次
長
、
添
田
増
太
郎
参
議
院

記
念
表
彰

(棚一路一)

盛大に行われた合併30周年記念式典

γ村
議
会
議
員
(
議
員
二
期
以
上
〉

佐
久
間
倉
太
佐
久
間
安
蔵
奥
野
義

章

境

田

孝

意

佐

藤

一

男

小

林

隆

次

小

針

武

夫

野

崎

進

国

子

園

夫

吉

田

宇

一

，

マ
農
業
委
員
(
委
員
三
期
以
上
〉

小
針
蓋
…
岩
谷
利
秋
溝
井
忠
一

マ
土
地
改
良
区
役
員

リ

石
森
定
男
:
佐
久
間
倉
太

マ
畜
産
振
興
須
田
荘
助

マ
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

角
田
栄
治
塩
沢
政
与

マ
教
育
振
興

矢

吹

政

治

郎

縫

詔

真

首

藤

芳

次

西
川
亮
僅
鈴
木
広
ー一

マ
民
生
委
員
(
委
員
三
期
以
上
〉

塩
沢
政
与
佐
久
間
昌
魁
大
和
田
一

我
妻
茂
世
塩
田
重
美

一熊
田
富
雄

大
越
ト
ミ
ヨ
岩
谷
唯
一
一一
大
竹
信
雄

馬
上
福
之

マ
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
矢
吹
精
助

マ
社
会
福
祉
協
議
会

榊
校
定
一
岩
谷
浩
光

マ
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
中
野
チ
ョ
ウ

佐
久
間
ス
イ
仁
井
田
オ
ケ
サ

マ
美
化
運
動
真
弓
永
作
吉
村
幸
雄

マ
社
会
教
育
掻
輿
車
田
藤
雄

議
員
、
石
川
地
方
町
村
会
々
長
の
有
賀

博
石
川
町
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
代
表
で
自
治
功
労
賞

を
受
け
た
森
忠
寛
氏
が
代
表
謝
辞
を
述

べ
、
続
い
て
佐
久
間
安
蔵
村
議
会
副
議

長
の
音
頭
で
参
列
者
全
員
が
万
歳
三

唱
、
関
根
教
育
長
の
閉
式
の
こ
と
ば
で

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

マ
婦
人
会
活
動
高
林
健
代

マ
ス
ポ
ー
ツ
握
輿

仁
井
田
仁
一

マ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成

野
口
庄
嗣

マ
防
犯
協
会

吉
村
嘉
一
渡
辺
政
一

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員

鈴
木
三
郎

マ
消
防
団
長

佐
久
間
倉
太
藤
田
金
二
境
田
孝
意

マ
消
防
団
員
(
勤
続
二
十
年
以
上
〉

仁
井
田
保
雄
小
原
明
昭
大
竹
勝
義

石
森
藤
男

マ
統
計
調
査
員
〈
勤
続
二
十
年
以
上
)

鈴
木
由
之
助
石
森
辰
治
矢
吹
正
美

大
野
健
久
熊
田
富
雄
瀬
谷
喜
代
次

草
野
安
治
車
田
喜
衛
相
楽
伝
吉

マ
村
職
員
(
勤
続
二
十
年
以
上
)

山
崎
甲
子
郎
関
根
忠
幸
円
谷
信
男

伏

田

章

佐

藤

芳

子

久

保

木

徳

雄

宗
形
友
三
白
旗
幹
雄
大
木
嘉
彦

真
野
目
喜
正
三
吉
隆
之
角
田
文
弥

斉
藤
泰
三
小
針
康
敬
添
田
四
郎

森

清

重

小

林

弘

関

根

英

夫

相
楽
功
男
阿
部
勝
良
小
針
二
一

矢
吹
吉
房
溝
井
義
三
小
針
成
男

小
針
六
郎
溝
井
一
夫
塩
沢
忠
雄

小
林
シ
ノ
ブ
溝
井
幸
子
曲
山
英
夫

大
和
田
茂
広
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〈
敬
称
略
〉

大
木
邦
夫

小
山
田
康
雄
諮
問
量
平

。

水

道

事

業

岩

谷

直

治

遠

藤

昇

塩
沢
良
国
首
藤
敬
憲
添
田
宗
良

多
年
に
わ
た
っ
て
村
政
発
展
の
た
め

に
ど
尽
力
く
だ
さ
ち
、
こ
の
た
び
自
治

功
労
者
と
し
て
十
一
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
(
願
不
同
〉

顔
写
真
の
下
繍
は
事
績

議員.農業委員

泊訪盟長

森

忠
寛
氏
ハ
特
〉

円
谷
昌
康

橋
本
鉄
雄

総
合
落
成
に
よ
る

感
謁
状
贈
呈

議
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
高
田

紛
鰯
柳
沼
建
築
設
計
事
務
所

傘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
川
辺
小
。
7
1
ん

水
谷
工
業
紛

勢
す
が
ま
幼
稚
盟
・
村
民
運
動
場
・
川

辺
小
。
7
iん

線
香
設
計

畿
村
民
運
動
場

境
田
孝
意
氏
ハ
お
〉

議員.監査委員

消防部長

¥..../ 

溝

井

忠

氏
ハ
引
〉

奥

野

義

氏
ハ
位
〉

議員.監査委員

ワ
一
フ
ガ
イ
工
業
紛
糾
W
日
本
技
術
ガ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
一
福
島
グ
リ
ー
ン
開
発
紛

村
越
建
設
紛

融
機
公
共
事
業
施
行

岩
谷
建
設
紛
熊
田
建
設
総
湯
沢
組

紛
鈴
木
建
設
鰯
小
林
建
設
円
谷
建

設臓
機
村
民
運
動
場
用
地
協
力
者

小
高
区
有
賀
清
岩
谷
友
一
房

車
田
初
雄
小
針
政
一
坂
本
健
一

須

藤

大

治

関

根

審

議

関

根

栄

関
根
貞
徳
関
根
春
一
関
根
裏
治

長
慶
寺
真
弓
喜
次
溝
井
永
一

溝
井
兼
野
溝
井
喜
代
美
溝
井
寵
児

車

問

幸

氏
ハ
m
M
〉

議員.画定資展

評価委員

小
林
隆
次
氏
(
臼
〉

議員.農業委員

野

埼

進
氏
〈
mw〉

員議

溝
井
正
八
溝
井
鉄
弥
溝
井
秀
一

溝
井
実
溝
井
安
喜
一
一
一
輪
健
一
郎

矢
吹
涼
一
郎
矢
吹
重
治
矢
吹
太
郎

矢

吹

一

矢

吹

保

一

矢

吹

義

経

吉

田

浩

議
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

i
用
地
協
力
者

小
原
栄
作
小
原
澄
夫
榊
枝
ミ
サ
子

議
す
が
ま
幼
稚
園
用
地
協
力
者

小
原
辰
夫

審
北
ノ
福
住
宅
用
地
協
力
者

小
山
田
正
誼
佐
藤
淳
次
郎

円
谷
多
数
雄

畿
川
辺
小
ブ
j
ル
用
地
協
力
者

須
藤
利
治仁

井
田
保
治
氏
ハ
苅
〉議員.監査委員

間定資産評価委員

吉
田
宇
一
氏
ハ
ぬ
〉

農業委員

議 員

円
谷
信
男
氏
ハ
貯
〉

議員.農業委員

村 員職



t
 
1
 
1
 
1
 
““
 l
 
i
 
i
 

結
核
検
診
を
総
合
検
診

に
組
み
入
れ
た
村
独
自
の

予
防
対
策
事
業
に
対
し
、

高
受
診
率
な
ど
の
実
績
が

評
価
さ
れ
、
玉
川
村
が
特

別
優
良
町
村
と
し
て
晴
れ
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

四
月
五
日
東
京
の
第
一
生
命
、
大
会

議
室
で
行
わ
れ
た
第
二
十
一
四
結
核
対

策
推
進
特
別
優
良
町
村
の
表
彰
式
の
席

む
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秩父宮妃鍛下から表彰状が手渡される

上
、
結
核
予
防
会
の
総
裁
で
あ
る
秩
父

宮
妃
殿
下
か
ら
小
針
村
長
に
表
彰
状
と

盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
優

良
町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
か
ら
二
度

自
の
受
賞
で
あ
り
、
過
去
五
年
間
に
わ

た
っ
て
高
い
受
診
率
を
継
続
維
持
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
地
道
な
予
防
対
策

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
閣
で
は
十
六
市
町
村
が
選
ば
れ
、

県
内
で
は
本
村
だ
け
の
大
変
価
鐙
あ
る

受
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
検
診
事
業

に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方
々
の

協
力
を
は
じ
め
、
保
健
協
力
員
の
み
な

さ
ん
の
地
道
な
活
動
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る
と
関
係
者
一
関
喜
び
に
湧
い
て
い
ま

す。
今
後
と
も
予
防
対
策
に
力
を
入
れ
、

結
核
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

推
進
を
進
め
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

4弘F
.，'"ア

一
一
一
月
い
っ
ぱ
い
で
、
任
期
満
了
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
村
国
保
運
営
協
議
会

委
員
の
委
嘱
状
交
付
が
四
月
二
十
五
自

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
公
益
代
表
の
小
針
武
夫

氏
、
副
会
長
に
は
境
田
孝
意
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
向
う
二
年

間
、
国
保
の
予
算
決
算
に
関
す
る
こ
と

や
条
例
改
正
な
ど
国
保
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
の
重
要
な
諮
問
機
関
と
し

て
活
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

家

躍

蕎

で

因

っ

て

い

方

す
く
す
く
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
利
用
者

県
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育
に
健
康
、
し
つ
け
、
交
友
関
係
、
進
路

関
す
る
相
談
を
電
話
で
受
付
け
し
て
い
な
ど
気
が
か
り
な
こ
と
、
悩
ん
で
い
る

ま

す

。

こ

と

を

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

村長から委犠状の交付

す。
な
お
、
前
委
員
の
石
森
仲
夫
氏
に
は

四
期
八
年
の
長
い
間
国
保
事
業
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ハ
敬
称
略
〉

被
保
険
者
代
表

小

針

蒸

医
師
代
表

矢

吹

幾

哉

公
益
代
表

小

針

武

夫

有

賀

文

失

小
山
田
藤
雄

境

田

孝

意

-
相
談
時
間
・
:
:

。
月
曜
自
と
水
曜
日
は

午
前
9
時
初
分
J
午
後
3
時
却
分

。
金
曜
E
は

午
前
9
時
鈎
分
J
午
後
0
時
鈎
分

営

(
0
2
4
5
)
日
i
8
2
2
2
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属
。》

昭
輔

昭
和
六
十
年
度
の
村
予
算
が
決

ま
り
村
政
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
村
と

村
民
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
各
区
長
さ
ん

が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
初
顔
合
せ
で
あ
る
昭
和
六

十
年
度
区
長
会
が
四
月
十
一
日
、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

村
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各
行

政
区
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

こ
の
席
上
区
長
会
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
に
は
忙
し
い
仕
事
の

片
わ
ら
向
う
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、

村
政
と
の
橋
渡
し
と
し
て
多
い
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
わ
、
区
長
会
役
員
に
選
ば
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

ふたまかお田川

区
長
会
々
長

大
和
田
重
徳
(
吉
区
長
)

副
会
長

小
針
章
勇
(
中
区
長
)

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

大

和

田

重

徳

議
塩沢勝さん
fi2626 

んさ

4
治
2
照
氾
竹
位
大l
i
l
-
-，It--l''t' 

四辻新田
(43世帯)

* ( )内は
世帯数です

i吉村幸雄さん
包 2652

0須釜支所

_/.-ヘ¥、

¥ 
'¥_.-

久保木徳雄さん 大和田重徳さん
包 2228 ft2322 
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会
長
に
小
林
伸

昭
和
六
十
年
度
村
農
業
(
生
活
〉
改

良
推
進
員
会
の
通
常
総
会
が
、
四
月
二

十
四
日
午
後
一
時
三

O
分
か
ら
就
業
改

善
セ
シ
タ
!
で
行
わ
れ
、
新
し
い
農
業

(
生
活
〉
改
良
推
進
員
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
農
業
改
良
推
進

員
が
三
十
九
人
、
生
活
改
良
推
進
員
十

さ
ん

将来の農業に大きな力となられるみなさん

二
人
の
合
計
五
十
一
人
。

任
期
は
二
年
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
み

な
さ
ん
は
、
地
域
の
新
し
い
農
業
体
系

の
確
立
や
農
業
振
興
の
た
め
に
、
生
活

改
善
技
術
や
農
業
経
営
の
普
及
拡
大
を

図
る
中
核
的
な
推
進
母
体
と
し
て
そ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
総
会
で
は
昭
和
六
十
年
度
の

事
業
計
画
や
収
支
予
算
案
を
審
議
し
、

会
長
他
十
八
名
の
役
員
を
選
出
し
ま
し

た。
な
お
、
選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

マ
会
長
小
林
伸
一
〈
竜
崎
〉

マ
副
会
長
石
森
三
男
(
山
小
屋
〉

佐
久
間
正
美
(
岩
法
寺
〉
・
小
針
ミ
ツ

エ
〈
中
)

総務庁では、玉川村を担当する行政相

談委員として、次の方を委嘱いたしまし

Tこ。

行政相談所を開きます

イ申国

行政相談委員

小山

マ
理
事
鈴
木
由
正
(
川
辺
〉
・
真
弓

喜
夫
会
麻
生
〉
・
坂
本
豊
一
(
小
高
〉

小
針
清
志
(
中
〉
・
草
野
代
道
(
岩
法

寺
〉
・
小
林
謙
一
(
竜
崎
)
・
小
山
田

金
義
爪
南
須
釜
)
・
近
内
清
一
(
南
須

釜
〉
・
矢
吹
昭
一
(
北
須
釜
〉
・
大
和

田
俊
寛
会
口
〉
・
大
和
田
邦
夫
(
四
辻

新
田
〉
・
石
森
タ
キ
ヨ

パ
山
小
屋
〉

マ
監
事
大
竹
マ
ツ
ヨ
〈
川
辺
〉
・
佐

久
間
ミ
チ
エ
(
北
須
釜
〉

マ
書
記
会
計
熊
田
富
一

課〉

(
役
場
産
業

玉川村大字小高

字向久保85

230 2 

住所

電話

⑫
ぬ
場

を参

こ
と
し
の
教
職
員
の
異
動
に
よ
り
、

本
村
に
お
い
て
転
出
十
七
名
、
転
入
十

六
名
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

玉
川
第
一
小
学
校

六
名

須

田

良

知

泉

文

子

笠
井
恵
津
子

柳

沼

文

子

藤

田

慧

子

教
諭
(
長
沼
東
小
〉

H

(

水
保
小
〉

H

リ
(
赤
木
小
)

H

吋
(
開
成
小
)

養
護
教
諭(里
白
石
小
〉

講

師

退

職

森

み
ゆ
き

川

辺

小

学

校

二
名

穴南
沢保

質
明
子

教
諭
〈
須
釜
小
〉

主
事
(
小
浜
小
〉

須

釜

小

学

校

六
名

車
田
添
田

安
雄
義
一

教教
諭頭

H 退
'職

5月16日

午後 1時~午後4時

玉川村役場北庁舎会議室

蛭

田

久

江

菅

野

敦

子

橋
本
美
枝
子

黒

沢

里

美

泉

中

佐
藤

須

釜

中

学

校
教
諭
(
浅
川
小
〉

H

リ
(
糖
沢
小
)

η

(
二
本
松
北
小
〉

主
事
ハ
鶴
沢
小
〉

品u，
づー

校

一
名

恵
子
養
護
教
諭
(
安
達
中
〉

二
名

佐
川
秀
雄
教
諭
(
内
郷
第
一
中
)

鈴

木

真

養

護

教

諭

'〈
小
平
小
〉

玉
川
第
一
小
学
校

六
名

関
根
善
輝
教
諭
(
山
形
小
)

淵
沢
千
鶴
子

H

(

新
郷
小
〉

鈴

木

一

正

η

(

猪
首
代
小
〉

渡

辺

栄

子

η

(
御
代
田
小
〉

川

本

和

子

η

新

採

用

鹿
又
陽
子
養
護
教
諭
〈
小
平
小
〉

川

辺

小

学

校

坂
本
美
枝
子

青

木

智

子

須

釜

小

学

校

小
野
金
次
郎

南

候

質

佐

藤

市

子

佐

藤

方

信

小

野

順

子

薄
井
真
智
子

泉

中

行政相談委員は、 総務庁長官が委嘱す

るもので、国の住事をはじめ、国鉄、電

々株式会社などの仕事、県や市町村が国

から委任されたり、補助金を受けて行っ

ている仕事についての苦情や要望・意見

を受け付け、皆さんと役所などとの聞に

立ってその解決を促進するよう相談に応

じます。秘密を守りますので、お気軽に

ご相談ください。

また、 5月12日(日〉からの 1週間は、

「春の行政相談週間」です。

当村では、行政相談委員が次のとおり

相談所を聞きますので、お気軽にご利用

ください。

月日

時間

場'所

飯
塚

村

教

育

委

員

会

落
合

二
名

教
諭
(
里
白
石
小
〉

主
事
(
大
屋
小
〉

六
名

教
頭
(
長
倉
小
〉

教
諭
(
川
辺
小
〉

H

(

白
河
第
四
小
〉

η

新
採
用

主
事
〈
長
沼
小
〉

学
教
諭

明
和-

5名

校

義
雄

克
美

社
会
教
育
主
事

(
片
平
中
〉
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中
村
掲
の
並
木
μ

者

み
ん
な
で
投
票
し
よ
う

幻
世
紀
の
あ
な
た
に
夢
の
郵
便

取
扱
い
は

9
月
時
日
ま
で

郵
政
省
で
は
科
た
に
届
け
る
夢
の
郵
便
を
取
り
扱
っ
て

学
万
博
を
記
念
し
い
ま
才
。

て
「
科
学
万
博
ポ
ニ
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
夢
、
抱
負

ス
ト
カ
プ
セ
ル

2

な
ど
を
手
紙
や
葉
書
で
、
自
分
や
友
達

0
0
1
」
と
い
う
に
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

、
タ
イ
ト
ル
で
、
ニ
「
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
、
便
」
は
、
昭

十
一
世
紀
の
あ
な
和
七
十
六
年
ハ
ニ

O
O
一
年
〉
一
月
一

川 111111川

.!.. 
等書r

中村池の桜並木

今
年
は
地
球
の
美
し
い
緑
を
守
る
た

め
に
、
世
界
中
の
人
々
が
心
と
力
を
合

わ
せ
て
い
く
H

国
際
森
林
年
H

で
す
。

こ
の
記
念
行
事
と
し
て
福
島
民
報
社

と
福
島
県
縁
化
推
進
委
員
会
で
は
、
県

民
の
み
な
さ
ん
の
投
票
で
「
ふ
く
し
ま

縁
の
百
景
」
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
「
お
ふ
く
し
ま
設
の
百
景
」
は
、
郷

土
の
ず美
し
い
緑
、
宮
守
り
育
て
て
ゆ
く
い

わ
ば
県
民
総
参
加
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。
当
村
か
ら
は
「
中
村
池
の
桜
並
木
」

を
推
選
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ん
の
多
数
の
投
棄
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
投
票
期
間

V
四
月
十
一
日
(
木
〉
か
ら

六
月
十
日
(
月
〉

〈
投
票
方
法

V
役
場
・
農
協
・
郵
便
局

な
ど
各
窓
口
に
配
付
さ

れ
て
い
る
特
製
投
票
用
紙
に
、
候
補
地

の
「
中
村
池
の
桜
並
木
」
と
書
い
て
投

票
箱
に
入
れ
る
。
ま
た
は
、
官
製
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
候
補
地
を
書
い
て

福
島
氏
報
社
企
画
事
業
局
「
ふ
く
し
ま

緑
の
百
景
」
係
へ
。

(
あ
て
先
は
〒
9
6
0
福
島
市
太
田
町

十
三
の
十
七
〉

一
人
何
枚
で
も
投
票
で
き
る
。

八
百
景
の
選
定
〉
最
終
投
票
数
を
参
考

に
選
定
委
員
会
で
決
定
す
る
。

八
表
彰
〉
百
景
の
所
在
す
-
る
市
・
町
・

村
、
所
有
者
に
百
景
認
定
-
証
、
標
識
を

贈
り
県
の
木
、
け
や
き
の
苗
を
植
樹
、

顕
彰
す
る
。

八
ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
〉
特
製
投
票

用
紙
、
官
製
は
が
き
に
よ
る
投
票
者
に

抽
選
で
ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

る。日
以
降
受
持
配
達
局
か
ら

配
達
さ
れ
ま
す
。

手
紙
な
ど
に
は
切
手

〈
郵
便
料
金
は
現
行
ど
お

り
〉
を
貼
り
、
適
宜
の
封

筒
に
納
入
し
、
次
の
要
領

で
郵
便
局
又
は
ポ
ス
ト
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
郵
便

局
に
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ

、。、hy

絵
入
り
は
が
き
発
売

郵
政
省
で
は
、
全
国
で
初
め
て
の
一官

製
絵
入
り
は
が
き
を
限
定
販
売
し
、
た

だ
今
各
郵
便
局
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

は
が
き
に
は
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
景

色
と
し
て
、
石
川
町
の
母
畑
湖
ゃ
い
わ

き
七
浜
、
あ
ぶ
く
ま
洞
、
霊
山
、
飯
坂

温
泉
の
五
カ
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

五
枚
一
組
、
一
ニ

O
O円
で
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ハ
川
辺
・
須
釜
郵
便
局
〉

A
p
h
v
 

J
4
 

4証p
e事ア朱

記

朱

記

外

包

300-51 

不斗
学
万
T尊
重B
イ吏
局

ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便
在
中

朱

記

あ
な
た
の
松
林
は

大

丈

夫

?

松
く
い
虫
は
、
緑
の
松
林
を
食

い
荒
し
て
し
ま
う
悪
質
な
害
虫
で

す
。
そ
の
松
く
い
虫
に
よ
る
松
の

被
害
が
こ
の
と
こ
ろ
急
激
に
増
え

て
4

い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
の
夏
の

異
常
気
象
〈
高
温
少
雨
)
が
、
松

く
い
虫
の
繁
殖
条
件
に
最
も
適
し

た
気
候
だ
っ
た
た
め
で
す
。
変
色

し
た
り
、
枯
れ
た
松
を
見
か
け
た

ら
間
違
い
な
く
松
く
い
虫
に
よ
る

も
の
で
す
。

村
で
も
五
十
九
年
度
は
五

0
0

立
方

M
の
伐
倒
駆
除
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
被
害
は
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
い
る
た
め
1
ま
だ
ま
だ

被
害
木
が
未
駆
除
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
松
林
を

所
有
し
て
い
る
か
た
で
被
害
木
を

発
見
し
た
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

争
被
害
木
を
自
主
的
に
伐
倒
駆
除

(
焼
却
処
理
〉
を
行
う
。

愈
被
害
木
が
発
生
し
、
自
分
で
伐

倒
駆
除
が
で
き
な
い
方
は
、
役

場
産
業
課
に
被
害
発
生
場
所

ハ
宇
地
番
〉
を
通
報
し
、
駆
除

を
依
頼
す
る
。

窃
毎
年
連
続
し
て
被
害
発
生
し
て

い
る
松
林
及
び
そ
の
周
辺
の
松

林
に
つ
い
て
は
樹
種
転
換
‘を
図

る。

※
そ
の
他
松
く
い
虫
の
防
除
に
つ

い
て
の
詳
し
い
問
い
合
せ
は
役

場
産
業
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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春
を
告
げ
る

念
仏
踊
り

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
須
釜
念
仏
踊
り

が
、
大
寺
薬
師
祭
の
四
月
三
日
に
南
須

釜
の
東
福
寺
で
行
わ
れ
、
犬
勢
の
見
物

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

春
の
あ
た
た
か
な
日
差
し
の
中
で
、

赤
の
手
甲
脚
半
に
花
笠
を
着
け
、
あ
で

装
J

J

や
か
な
衣
装
一の
子
供
た
ち
が
見
事
な
踊

ほ
り
を
披
露
。

か
境
内
に
は
鉦
の
音
と
綾
竹
の
音
が
響

吋
い
き
渡
り
、
村
の
代
表
的
な
伝
統
芸
能
と

あ
な
っ
て
い
る
念
仏
踊
り
だ
け
に
、
こ
の

日
は
県
外
か
ら
の
見
物
人
も
多
く
、

・
無
心
に
踊
る
子
供
た
ち
の
姿
に
、

さ
か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

て
い
ま
し
た
。

t 
= -ーーーーーー-m 
m 

m --m -ーーーーーーー= 
ーーーーーー-E 
自

由

【
目

= ーーーーーーーーーー目
白

ーー司
叩

ー司
ーー
ー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-= -E --E -m -
ーーーーーー『
ーーーー山
町

一日
間

ーー-F 
』

戸

一一目
ーーー匂
ー
ー
一ーー目
白

ーー-r 
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行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
清
掃
作
業

村
内
の
桜
の
名
所
地
で
も
あ
り
、
日

曜
日
に
は
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
る
乙
字
ケ
滝
公
園
周
辺
を
、
こ
の
ほ

ど
地
元
の
老
人
グ
ラ
ブ
の
お
一年
寄
り
の

み
な
さ
ん
が
総
出
で
…散
乱
じ
て
い
る
ゴ

ミ
や
空
き
缶
を
拾
い
集
め
、
t

環
境
美
化

に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
竜
崎
'老
人
グ
ラ
ブ
(
会
長
、

佐
藤
重
嘉
さ
ん
〉
の
み
な
さ
ん
四

O
人

が
参
加
し
、て
行
っ
た
も
の
。
滝
見
不
動

尊
祭
や
花
見
な
ど
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
控

え
て
の
こ
の
清
掃
作
業
は
、
村
を
は
じ

め
区
役
員
の
方
た
ち
か
ら
大
変
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
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交
通
安
全
教
室
で

風
せ
ん
飛
ば
す

こ
の
ほ
ど
、
泉
農
協
で
は
共
済
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
川
辺
小
の
児
童
を
対

象
に
交
通
安
全
教
室
を
聞
き
-ま
し
た
。

全
児
童
で
交
通
安
全
に
対
す
る
注
意

点
を
聞
い
た
後
、
校
庭
に
ミ
ニ
信
号
機

を
設
置
し
、
お
巡
り
さ
ん
か
ら
信
号
機

の
見
方
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
の

指
導
を
実
際
に
受
け
ま
し
た
。

今
年
一
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
子

供
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
の

よ
う
す
で
し
た
。

最
後
に
風
せ
ん
に
思
い
思
い
に
、
交

通
安
全
の
願
い
や
誓
い
を
書
い
た
用
紙

を
結
び
つ
け
、
一
斉
に
大
空
に
飛
ば
し

ま
し
た
。
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聖
人
堂
が

立
派
に
改
修
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安
産
の
守
り
堂
と
し
て
古
く
か
ら
厚

い
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
山
小
屋
字

的
場
に
あ
る
宥
音
聖
人
堂
が
、
龍
堂
と

と
も
に
立
派
に
改
修
さ
れ
、
四
月
十
日

の
祭
礼
の
日
に
あ
わ
せ
て
落
慶
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
修
は
山
小
屋
地
区
が
特
別
に

建
築
委
員
会
(
代
表
我
妻
勝
雄
〉
を
設

け
、
昨
年
八
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
、
聖
人
堂
は
周
り
廊
下
や
欄
干
、

壁
板
な
ど
全
て
総
ヒ
ノ
キ
造
り
。

き
れ
い
に
な
っ
た
お
堂
周
辺
に
は
朝

早
く
か
ら
安
産
の
祈
願
や
お
礼
参
り
を

す
る
善
男
善
女
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

お参りの人たちでにぎわう聖人堂
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消
費
生
活
通
信
講
産

私
た
ち
を
と
り
ま
く
消
費
生
活
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
が
お
と

ち
が
ち
。

蕗
品
に
対
す
る
確
か
な
自
を
育
て
、

豊
か
で
快
適
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

学
習
し
ま
せ
ん
か
。

今
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭

和
六
十
年
度
の
消
費
生
活
通
信
講
産
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
衣
食
住
か
ら
商
品
知
識
、
生

活
設
計
ま
で
消
費
生
活
の
議
礎
知
識
を

家
庭
で
手
軽
に
勉
強
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
議
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

て〉
寵蕗忍

即1II1111hll1ll (9)附

ロ
名
無
料
定
期
的
に
テ
キ
久
、
.ha

・

や
資
料
を
配
布

昭
和
的
年
7
月

i
昭
和

創出年
2
月

昭
和
mw
年
5
月
1
日
J

5
月
割
良

過
去
に
一
度
も
通
信
議

監
を
受
講
し
て
い
な
い

日
歳
以
上
の
方

実
申
し
込
み
役
場
企
画
課

〈
雷

3
1
G
1
内
議
必
〉

女
学
習
期
間

党
受
講
資
格

「
w
開

L 

「
消
費
者
の
日
」
は
、
昭
和
五

十
二
年
に
習
の
消
費
者
保
護
会
議

で
定
め
ら
れ
、
消
費
者
の
利
益
を

守
り
、
泊
費
者
の
自
覚
を
高
め
る

と
と
も
に
事
業
者
な
ど
に
泊
費
者

保
護
の
精
神
を
一
一
層
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
話
的
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
者
の
一
人
と
し

て
こ
の
機
会
に
、
自
主
的
な
生
活

態
度
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

通
信
講
盛
の
内
容
は
、
衣
食
住
金
殻

に
わ
た
る
も
の
で
、
広
い
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
母
親
で
あ
り
、
主
婦
で
あ

る
私
は
食
に
関
し
て
は
一
段
と
興
味
を

も
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
講
践
で
勉

強
し
た
こ
と
を
役
立
た
せ
て
、
家
族
の

建
康
を
守
る
た
め
に
も
毎
日
の
食
事
に

気
を
配
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
講
生
の
声

今
ま
で
何
気
な
く
夜
っ
て
、
食
べ
て

利
用
し
て
い
た
事
が
、
突
に
多
く
の
意

味
、
が
あ
り
、
倍
鏡
が
あ
り
、
問
題
が
あ

る
こ
と
を
こ
の
講
座
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
勉
強
し
て
い
る
関
は
、

物
に
対
し
て
そ
れ
な
り
の
関
心
は
あ
り

ま
し
た
が
、
終
了
と
同
時
に
:
:
:
と
な

ら
な
い
よ
う
、
少
し
ず
つ
緊
い
消
費
者

に
な
れ
る
よ
う
、
自
を
間
開
い
て
物
を
見

た
い
と
思
い
ま
す
。

若井桂子さん〈小高〉間部洋子さん(高須釜)

i
シ

利
点
と
注
意
点

太
陽
熱
利
用
混
水
器
で
得
ら
れ
る

お
湯
の
温
度
は
、
地
域
と
か
設
置
条

件
等
で
違
っ
て
き
ま
す
が
、
居
間
民
生

活
セ
ン
タ
ー
で
の
自
然
循
環
型
の
テ

ス
ト
結
果
で
は
、
春
の
晴
れ
の
日
で

お
i
必
℃
、
哀
の
快
靖
の
日
で
必
!

日
じ
、
冬
の
晴
れ
の
臼
で

n
j
沼
む

と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
と
そ
の
前
後
の
季
節
の
晴
れ
の

日

κは
、
そ
の
ま
ま
浴
用
と
し
て
使

用
で
き
、
冬
の
晴
れ
の
自
は
若
干
の

追
い
焚
き
で
使
用
で
き
燃
料
費
の
節

約
と
な
ち
ま
す
。

夏
の
使
用
で
は
、
日
中
長
時
間
温

水
器
を
空
の
状
態
に
し
て
お
く
こ
と

は
、
台
風
等
強
風
時
の
対
策
も
か

ね
、
さ
け
る
の
が
賢
明
で
す
。
ま
た

冬
で
気
温
が
零
度
以
下
に
な
る
よ
う

な
と
き
は
、
配
管
部
分
の
水
を
放
い

て
諜
結
破
損
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
す
。

議
ヱ
上
の
注
意
点

設
寵
に
捺
し
て
は
、
湾
側
に
面
し

た
震
設
、
ベ
ラ
ン
ダ
等
が
あ
る
か
、

潜
水
時
の
重
量
約
締
勾
に
耐
え
ら
れ

る
強
度
が
あ
る
か
否
か
等
を
、
充
分

に
ヨ
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
熱
利
用
温
水
器
は
本
体
よ
り

も
パ
イ
プ
の
水
譲
れ
、
架
台
の
安
定

不
良
等
、
取
付
け
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
い
の
で
信
頼
の
お
け
る
工
事
者

に
依
頼
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

の
取
付
け

経

済

性

温
水
器
の
購
入
費
は
自
然
循
環
型

で
本
体
、
工
事
費
を
含
め
る
と
お
万

円
前
後
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
テ
ス
ト
結
果
を
も
と
に
し
た
試
算

で
は
、
1
年
間
よ
く
夜
っ
た
場
合
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
換
算
燃
料
費
で
、

3

1
4万
円
の
節
約
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
も
と
に
購
入
費
の
隣
国
却
を
考

え
る
と
約
6
年
以
上
の
期
間
が
必
要

と
な
る
わ
け
で
す
。
長
く
使
う
程
得

と
い
え
ま
す
。

融

資

制

度

住
宅
金
融
公
庫
、
各
地
方
自
治
体

等
で
設
置
費
用
の
助
成
措
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
の
場
合
で
す
と
、

新
築
、
改
築
の
際
、
温
水
器
を
あ
わ

せ
て
設
備
す
る
場
合
に
限
争
、

B
L

認
定
品
を
登
録
工
事
活
で
施
行
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
日
万
円
の
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
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現
況
届
は

早
め
に
提
出

し
ま
し
ょ
う

宅〉
鐘潟3

五
月
は
国
民
年
金
の
障
害

年
金
・
母
子
年
金
・
準
母
子

年
金
・
寡
婦
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
「
現
況
届
」
を
提

出
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
「
現
況
届
」
は
、
受
給
者
や
家

族
の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
ざ
う

か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
手

続
き
で
す
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
じ
ま
す
と
年
金
の
支
給
が
止
ま
っ

た
り
、
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
早
め
に
役
場
住
民
課
年
金
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
現
況
届
」
の
用
紙
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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新
設
さ
れ
た
村

氏
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
オ
ー
プ
ン
行
事

と
し
て

H

テ
ニ
ス

教
室
H

を
開
催
し

ま
す
。只
今
、
申
し
込

み
受
付
け
中
で
す

1，538戸(-4) 

7，494人(-24) 

3，688人(-10) 

3，806人(-14) 

昭
和
六
十
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
は
、
済
み
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
ま
だ
手
続
き
が
終
っ
て
い
な
い

方
は
五
月
十
五
日
が
申
告
期
限
で
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
基
準

局
、
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課
に
申
告
、

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
福
島
労
働
基
準
局

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ハ
管

O
二
四
五

i
三
回
i
一
一
一
一
〉

聾

催

の
で
、
老
若
男
女
そ
ろ
っ
て
参
加
下
さ

、。
3
h
v
 o
目

的

新
設
さ
れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
初

歩
的
技
術
を
習
得
し
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

興
味
と
関
心
を
高
め
て
相
互
親
睦
を

深
め
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
生

涯
体
育
の
足
が
か
り
と
す
る
。

今
月
の
納
税

軽
自
動
車
税
(
会
期
分
〉

固
定
資
産
税
(
一
期
分
)

自
動
車
税
の

納
税
は
早
自
に

納
期
限
は
五
月
二
十
五
日
ハ
土
〉

ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
を
所

し
て
い
る
人

対
~し
、四
月
z
一が

現
在
で
課
税

、札
一ゑ
の
が
自

車
税
で
す
。

納
税
通
知
書

五
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
五
月
三
十
一
日

ま
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
の
不
自
由
な
方
で
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
五
月
二
十
四
日

ま
で
に
・
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
県
税
事
務
所
(
智

O
二
四

九
・
三
ニ
・
六
一
六
一
〉
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

。

主

催

玉
川
村
公
民
館

。

場

所

玉
川
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〈
村
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
)
ト

。ロ
H

川

口

H

五
月
J

十
二
日
(
日
)
十
九
日
(
日
)

二
十
六
日
(
日
)
予
錆
日
と
し
て
、

六
月
一
一
日
(
日
〉

。

時

間

午
前
九
時
!
十
二
時
(
午
前
中
〉

幻
自
(
火
)

日
日
《
金
)
乳
幼
児
検
診

母
子
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時
却
分
J

日
日
(
月
)
生
ワ
ク
チ

γ

(第
2
回
〉
須
釜
公

民

館

午

後

1
時
初

分
J

日
日
(
水
〉
生
ワ
ク
チ
ン

(第
2
回
)
就
改
セ

ン

タ

ー

午

後

1

時
初
分
J

妊
婦
検
診
(
東
部
)
母
子
セ

ン

タ

ー

午

後
1
時

ω分

ロ
日
ハ
日
〉

四
日
(
日
)

泣
日
(
水
〉

初
日
(
自
)
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塩添野嘉市郎崎仁井留田 死

く
木鈴鈴鈴八大小添溝井ま坂高失生児氏名出

め

いム木ホ木野針田 本原部 で
沢ヤヲ 田シロ 八 者氏名L =( やみ っ裕常由浩 洋(

か介稔達彦三番光晴樹寸み子浩愛美士 三 た

70 79 74 74 年齢 分) 出昌出
繁正一喜久宜保富光勝史玄保者護名 分届〉月出正義節チ
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。
そ
の
他

テ
キ
ス
ト
は
申
込
み
持
、
名
簿
、
班

編
成
。
フ
リ

γ
ト
等
は
教
室
の
初
日
に

配
布
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、
順

延
し
ま
す
。




